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平成26年 第1回
福生市議会定例会 （通告順に掲載）

質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。

平成26年4月25日　　福生市議会だより　　No.192　 ⑹

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容
１　福生市一般職の任期付職員について
　⑴任期付職員の現状と今後について
　⑵任期付職員の他の部署への活用について

１　福生市の農業について
　⑴現状について
　⑵認定農業者について
２　小学校給食について
　⑴地産地消について

１　高齢者の安心に満ちた「まちづくり」について
　⑴高齢者の「生きがい」について
　⑵高齢者の「健康づくり」と「生きがいづくり」の推進に

ついて
　⑶高齢者の虐待把握状況及び高齢者虐待防止策について
２　「障害者スポーツ」の振興について
　⑴「障害者スポーツ」の意義について
　⑵「障害者スポーツ」の現状と課題について
　⑶「障害者スポーツ」の推進について

１　男女共同参画について
　⑴男女共同参画社会に向けての基本的な考え方について
　⑵具体的な啓発活動について
２　次世代育成支援行動計画について
　⑴子ども達を取り巻く環境について
　⑵計画の基本的な考え方について
　⑶主な施策の進捗状況について

１　公会計制度について
　⑴公会計制度改革の進捗状況について
　⑵新地方公会計制度対応のための準備について
２　定住化対策について
　⑴シティセールスの成果について
　⑵今後の取組みについて
３　文化財等の保護と活用について
　⑴登録文化財・指定文化財について
　⑵地名・橋・坂等の名称の由来及び歴史等の紹介について

１　「子育てするなら福生」について
　⑴福生市における「子育て」の定義とは
　⑵「ふっさっ子未来会議」について
　⑶子育て支援について
　⑷「療育」について
２　五日市街道について
　⑴周辺事業との連携整備について

１　福生の「良さ」について
　⑴福生の「良さ」に関する市の所見について
　⑵市民への周知について
２　東京26市中、外国人の人口比率が一番高い福生市について
　⑴市内外国人の現状及び現状に対する市の所見について
　⑵市内外国人と市民との交流等の接点について
　⑶市として、まちづくりにおける市内外国人への期待等につ

いて

１　男女共同参画社会の実現に向けて
　⑴あらゆる分野への男女共同参画の推進について
　⑵ワーク・ライフ・バランスの推進について
　⑶男女平等の視点からの相談窓口の整備について
２　教育現場における食物アレルギーの対応について
　⑴教職員に対する食物アレルギー及びエピペンの研修につ

いて
　⑵食物アレルギーによるアナフィラキシー対策について

１　市道街灯のＬＥＤ化の進捗について
　⑴街路灯ＬＥＤ化の進捗状況について
　⑵ＬＥＤ化の効果について
２　玉川上水にかかる橋について
　⑴市内の９橋の長寿命化のための劣化調査について
　⑵観光資源としての橋をどのように活用しているか
　⑶日光橋は国内最古の橋か

１　表彰制度について
⑴職員表彰について
⑵表彰条例に基づく一般表彰について
２　指定管理者制度について
⑴指定管理者制度新規導入の方針について
⑵中央体育館、屋外体育施設の指定管理者制度導入の考え
方について

１　未来をつくる子どもたちへ市が提供する学校給食について
⑴新給食センター（災害時対応施設）について
⑵市民への情報提供と意見聴取の方法について

１　障害者就労施設等について
⑴障害者優先調達推進法について
⑵障害者優先調達の方法について
⑶物品の販売確保について
２　発達のアンバランスについて
⑴発達のアンバランス状況について
⑵幼稚園、保育園、学校における研修について
⑶幼稚園・保育園と小学校の連携について
⑷発達療育施設について
⑸子ども応援を中心とした体制づくりについて

１　福生市の農業について
⑴福生市の農業の将来像と基本方針について
⑵福生市の認定農業者制度について
２　認知症予防対策について
⑴福生市の今後の認知症予防対策について
３　教育行政について
⑴新都市連絡協議会におけるスポーツ交流事業について
⑵小・中学校における食育について

１　振り込め詐欺等について
⑴市内の現状と対応について
２　桜まつり及び敬老大会等の事業の見直しについて
３　降雪、積雪対策について
４　市内樹木の選定について

１　福生市の公園・緑地管理について
⑴個々の立地条件を踏まえた整備方針について
⑵生物多様性との関連について
⑶ＬＡＳ－Ｅ（環境自治体スタンダード）との関連について
⑷観光客誘致との関連について
⑸公園・緑地管理の基本計画を行政・市民・研究者の協同
で進めることについて

２　学校給食について
⑴学校給食の食中毒対策について
⑵中学校給食の実施について

１　横田基地について
⑴特定秘密保護法について
⑵横田基地で飛行訓練が強まっていることについて
⑶オスプレイの飛来・訓練・配備について
２　ＣＯ２削減の取り組みについて
⑴福生市地域新エネルギー詳細ビジョンについて
⑵再生可能エネルギーの取り組みについて
３　市内循環バスを走らせることについて

１　２０２５年問題と地域包括ケアシステムについて
⑴２０２５年問題に対して市の取り組みと今後の対応につ
いて

⑵地域包括ケアシステムについての厚生労働省からの情報
等について

⑶地域包括ケアシステムの構築と介護保険事業計画について
２　市職員のコンプライアンスについて
⑴福生市のコンプライアンスの現状について
⑵総務省の技術的助言に対する対応について
⑶福生市コンプライアンス指針の作成について

町田 成司
（一問一答）

⑪

大野 　聰
（一括）

柳川 英司
（一括）

武藤 政義
（一括）

末次 和夫
（一問一答）

堀 雄一朗
（併用）

岩﨑 百合子
（一括）

五十嵐 みさ
（一括）

阿南 育子
（一括）

杉山 行男
（一問一答）

串田 金八
（一括）

⑫

原田 　剛
（併用）

⑬

田村 正秋
（一括）

⑭

大野 悦子
（一括）

⑮

池田 公三
（併用）

⑯

奥富 喜一
（一問一答）

⑰

青海 俊伯
（一問一答）

一
般
会
計
予
算
の
審
査
か
ら

問　

平
成
26
年
度
予
算
の
特

徴
や
例
年
と
異
な
る
点
は
。

答　

平
成
26
年
度
予
算
は
、

前
年
度
比
で
３
億
６
千
万
円
、

１
・
７
％
の
増
と
な
っ
て
い

る
。
建
設
事
業
で
は
、
道
路

照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
や
わ

か
た
け
会
館
改
良
事
業
、
災

害
対
策
で
は
、
消
防
ポ
ン
プ

車
の
買
い
換
え
や
市
民
会
館

へ
の
帰
宅
困
難
者
向
け
食
糧

の
備
蓄
、
定
住
化
対
策
で
は
、

ま
ち
の
魅
力
発
信
事
業
支
援

委
託
や
空
き
家
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
世
帯
向
け
へ
の
建
て
替

え
促
進
等
を
行
う
。
ま
た
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
国
の

財
源
を
給
付
金
と
し
て
計
上

し
て
い
る
。
ま
た
、
財
源
不

足
を
補
う
た
め
、
臨
時
財
政

対
策
債
の
借
り
入
れ
の
ほ
か
、

財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ

１
億
円
も
計
上
し
て
い
る
。

問　

再
編
交
付
金
は
今
、
７

事
業
で
使
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
以
上
増
や
さ
な
い
の
か
。

ま
た
、
事
業
の
継
続
性
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
。

さ
ら
に
、
繰
入
金
と
一
般
財

源
を
使
う
割
合
に
何
か
ル
ー

ル
は
あ
る
の
か
。

答　

新
た
な
事
業
へ
の
充
当

は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。
現
在
は
７
事
業
で
基

金
を
運
用
し
て
い
る
が
、
平

成
28
年
度
で
交
付
が
終
了
す

る
た
め
、
防
衛
施
設
周
辺
整

備
全
国
協
議
会
と
連
携
し
、

継
続
の
要
請
を
積
極
的
に
行

い
た
い
。
ま
た
、
繰
り
入
れ

に
つ
い
て
特
別
の
ル
ー
ル
は

な
い
。
市
の
基
本
的
な
方
針

に
基
づ
き
、
効
果
的
な
予
算

編
成
に
努
め
、
有
効
活
用
を

図
り
た
い
。

問　

公
益
的
な
活
動
を
し
て

い
る
団
体
に
補
助
を
出
し
て

い
た
の
が
、
今
回
廃
止
さ
れ

た
の
だ
と
思
う
が
、
今
ま
で

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業

に
補
助
を
出
し
た
の
か
。
ま

た
、
市
民
活
動
団
体
自
体
の

現
状
は
ど
う
か
。

答　

事
業
の
内
容
と
し
て
は
、

福
生
の
文
化
財
や
自
然
環
境

の
保
全
、
ま
ち
づ
く
り
、
健

康
づ
く
り
、
国
際
協
力
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
現

在
、
１
０
２
団
体
が
活
発
に

市
民
活
動
を
行
い
、
２
カ
月

に
１
回
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
懇

談
会
を
開
催
し
て
、
団
体
相

互
の
積
極
的
な
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。

問　

福
祉
バ
ス
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
バ
ス

停
の
移
設
に
よ
り
福
祉
バ
ス

の
遅
延
解
消
と
安
全
性
の
向

上
を
図
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
の
結
論
を
得
る
に
至
っ
た

検
討
過
程
は
。

答　

全
便
に
乗
車
し
て
混
雑

具
合
の
検
証
を
行
っ
た
ほ
か
、

バ
ス
の
運
転
手
等
と
も
意
見

を
交
わ
し
て
今
回
の
案
を
提

示
し
た
。
基
本
的
に
今
の
ま

ま
の
運
行
形
態
を
望
む
声
が

多
く
、
現
在
の
経
路
は
大
き

く
変
更
し
な
い
が
、
ス
ム
ー

ズ
な
車
線
変
更
を
行
う
た
め
、

バ
ス
停
の
移
設
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
運
行
遅
延

に
よ
り
運
転
手
の
休
憩
時
間

が
減
少
し
、
安
全
性
が
低
下

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

定
刻
で
着
く
よ
う
な
改
正
案

と
し
た
。

問　

が
ん
検
診
の
受
診
率

ア
ッ
プ
と
定
着
化
の
た
め
に
、

平
成
26
年
度
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

広
報
、
ポ
ス
タ
ー
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
勧
奨
通
知

を
発
送
す
る
と
と
も
に
、
女

性
に
特
有
の
が
ん
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
子
育
て
サ
ロ
ン

に
職
員
が
出
向
く
な
ど
し
て

が
ん
検
診
の
案
内
を
行
い
、

受
診
率
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
女
性
の
受
診
者

に
配
慮
し
、
医
師
や
技
師
、

受
付
な
ど
全
て
女
性
の
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
乳
が
ん
・
子

宮
が
ん
検
診
の
集
団
検
診
を

実
施
し
て
お
り
、
平
成
26
年

度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。

問　

都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
７
号
線
（
富
士
見
通

り
）
が
平
成
27
年
度
に
事
業

認
可
を
取
得
す
る
と
い
う
実

施
計
画
に
な
っ
て
い
る
が
、

整
備
委
託
料
の
内
容
は
。

答　

道
路
拡
幅
に
伴
い
境
界

を
確
定
す
る
た
め
の
用
地
測

量
委
託
や
、
交
通
管
理
者
や

各
企
業
等
の
補
足
設
計
の
業

務
の
委
託
等
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
用
地
測
量
の
地
元

説
明
会
を
行
う
た
め
の
現
地

調
査
や
、
土
地
の
権
利
調
査

の
資
料
作
成
、
官
民
境
界
・

民
民
境
界
の
境
界
確
定
の
立

ち
会
い
業
務
、
平
成
27
年
度

の
事
業
認
可
申
請
に
必
要
な

関
係
書
類
等
の
作
成
な
ど
が

あ
る
。

問　

当
該
事
業
は
、
東
京
都
、

市
、
地
域
が
３
分
の
１
ず
つ

負
担
す
る
も
の
だ
と
認
識
し

て
い
る
が
、
東
京
都
と
市
の

負
担
分
を
合
わ
せ
た
数
字
と

予
算
額
と
が
一
致
し
な
い
理

由
は
。

答　

こ
の
事
業
は
イ
ベ
ン
ト

事
業
と
活
性
化
事
業
の
二
つ

に
分
か
れ
て
お
り
、
イ
ベ
ン

ト
事
業
の
う
ち
、
総
経
費
１

０
０
万
円
未
満
の
も
の
が
２

分
の
１
補
助
、
１
０
０
万
円

以
上
の
も
の
と
活
性
化
事
業

が
３
分
の
１
補
助
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
補
助
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
り
負
担
割
合
が

異
な
る
た
め
、
予
算
額
と
は

一
致
し
な
い
。

問　

学
校
適
応
支
援
室
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
子
ど
も
た

ち
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
か
。

答　

東
京
都
の
事
業
で
あ
る

学
校
と
家
庭
の
連
携
推
進
事

業
を
、
平
成
26
年
度
も
継
続

し
て
全
校
で
取
り
組
ん
で
い

く
。
家
庭
と
子
ど
も
の
支
援

員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
学
校
の
担
任
、

学
年
の
教
員
等
と
連
携
協
力

し
な
が
ら
、
不
登
校
の
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
を
総
合

的
に
行
い
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
状
況
の
改
善
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　平成26年度の一般会計予算は220億9千万円で、前年度に比べて1.7％
の増加となりました。
　特別会計予算は135億2082万8千円で、前年度に比べて4.3％の増
加となり、一般会計と特別会計を合計した当初予算額は356億1082万
8千円で、前年度に比べて2.6％の増加となりました。

　

今
定
例
会
に
、
平
成
26
年
度
一
般

会
計
予
算
と
特
別
会
計
予
算
を
合
わ

せ
て
３
５
６
億
１
０
８
２
万
８
千
円

が
提
出
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
審
査

は
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
４
日
間
、

特
別
会
計
予
算
審
査
は
建
設
環
境
委

員
会
及
び
市
民
厚
生
委
員
会
で
各
１

日
間
行
わ
れ
、
通
算
６
日
間
に
わ
た

り
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

26
年
度
の
予
算
の
特
徴
は

再
編
交
付
金
に
つ
い
て

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

へ
の
取
り
組
み

富
士
見
通
り

　
　

整
備
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平成 26 年度　各会計別予算規模

▲平成26年度一般会計予算を起立多数で可決

総 合 計

26年度予算 前年比（％） 市民1人当たりの額
一 般 会 計
会 計 区 分

特
別
会
計

69 億 5,672 万 5千円
38億 1,714 万 5千円
10億 3,481 万 5千円
17億 1,214 万 3千円
356 億 1,082 万 8千円

予算の概要予算の概要

福
祉
バ
ス
の
運
行

　
　
　

見
直
し
に
つ
い
て

国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
下 水 道 事 業 会 計

220 億 9,000 万円
0.1
11.6
7.1
4.9
2.6

1.7
11万8,269円
6万4,894円
1万7,593円
2万9,108円
60万5,410円

37万5,546円

平成26年度平成26年度

平成 26 年度　一般会計予算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

（人口 26.1.1 現在　58,821 人）

平成 26年度 平成 25年度

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

地方消費税交付金

繰　入　金

市　　　債

使用料及び手数料

分担金及び負担金

そ　の　他

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

総　務　費

土　木　費

公　債　費

消　防　費

諸 支 出 金

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

79億3,152万円（35.9％）

40億8,926万円（18.5％）

30億6,425万円（13.9％）

25億6,200万円（11.6％）

16億3,014万円（7.4％）

3億8,109万円（1.7％）

4億円（1.8％）

5億2,567万円（2.4％）

2億1,071万円（1.0％）

5億3,848万円（2.4％）

106億7,040万円（48.3％）

23億2,076万円（10.5％）

25億8,318万円（11.7％）

22億  908万円（10.0％）

13億7,549万円（6.2％）

10億1,974万円（4.6％）

9億  956万円（4.1％）

3億  798万円（1.4％）

3億9,283万円（1.8％）

1億6,341万円（0.7％）

1億3,757万円（0.7％）

歳　入 歳　出

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
財産収入
寄附金
繰越金
諸収入

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

労働費
農林水産業費
予備費

7億5,688万円（3.4％）

一
般
会
計
予
算
を

　
　
　
　
　
　

４
日
間
集
中
審
査

歳入合計　220 億 9,000 万円 歳出合計　220 億 9,000 万円


